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Summary 
The1'e isa ve1'y wide dive1'sity of human life and the daily activity pattern acco1'ding to the 
specific cha1'acte1'istics of tida1 flats in Hampyong Bay whe1'e the tide1and， shallow sea and tida1 
f1ats， 10 mete1's depth 01' so， extend. In this 1'egion， va1'ious fishing-g1eaning activities have been 
seen such as the t1'aditiona1 fishing-g1eaning p1'actice which use flat head (kochi) and obtain 
oyste1' (kaki)， octopus (madako)， medium-sized sh1'imp (shibaebi)， mullet (bora)， sea b呂s
(suzuki)， lugworn (gokai)， gizza1'd shad (konoshiro)， croaker (ishimochi)， ilisha (hira)， mud 
skipper (muおugorou)，filipino venus (asari) and so on. Today， Hampyong Bay has become a 
majo1' p1ace for commercial fishing. The tideland provides support for the farmer during the 
slack season and leads the inhabitants to a life of half-farming and half-fishing subsistence 
It is most popu1ar to obtain oysters in Hampyong Bay. 1n this area women a1'e main1y 
engaged to the collection of oyste1's from mid-Novembe1' to mid-April of the following. 
The traditiona1 fishing activities done in this bay are a1so the use of fishing nets such as beach 
sein巴 (jibikiami)，hand-line fishing catching for sea bass (suzukihaenawa)， etc. 
1n comparison with fishing practices in A1'iakεSea， the sca1e in Hampyong Bay is small and 
women recelV巴 1itleincome to collect oysters. Howeve1' the quality of the fishingg1e旦ning
activiti巴sis ve1'y traditionally obse1'ved and the peop1e tend to have a stronger identity than others 
in tide1and culture. 
Key words: Tidal flats， Hampyong Bay， Traditiona1 fishing-g1eaning， Marine resources， Ecolo悶
gical anth1'opology 
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1 .はじめに
自然界に見られる生態系は多様である.その特性に応じて人聞の多彩な生業活動が展開され
る.干潟生態系もその一つである 1) 干潟は河川!と海から有機物質が絶えず供給されるため，栄
養が豊富で数千種類の動植物の重要な生息地になっている e 地球上に存在する生物の約20%が
生息しているともいわれ，動植物の食物連鎖を通して生物の第一次生産性がもっとも高く，多
様性に豊む生態系が干潟である.また，一千潟は医学や食糧生産などに利用される海洋水族資源
の宝庫でもある.
さらに自然界における腎臓としての浄化機能もある干潟生態系は，魚介類の生産および生息
地，生態系の均衡，審美的景観，洪水の調節機能，海水汚染物の静化機能ヘ台風の影響や高潮
を緩和する機能などをそなえている。干潟は人間に多くの恵みを与えてきたが，その価値も
節ごとに多様な形で現れるべ
韓国・全羅南道.I1顕天(チョルラナムドスンチョン)湾には，広大な干潟とアシ原もある湿
地があり，貴重な鳥類 (150種)と海洋植物 (36科92属116種)が多く見られるべ世界的に保護
されているクロヅル(ホットルミ)やコウノトリ(ハァンセ)などの渡来地である.また韓国
ではユムシとハイガイが最も多い地域であるべ
干潟は潮のこi二満を利用するだけで採捕が周年可能であり，穣の多様性，豊能性および生活の
自給自足性が維持されてきたところで，古来，人類の生存に深く関わってきた場である.それ
にもかかわらず，近年の干拓や埋立てなどによって，まさに消失の危機に瀕している生態系で
ある.
韓国の西海岸も日本の有明海の子潟と同じく，多様な水族資源を産出する.全羅南道の中で
も戚平(ハムピョン)湾(図1)はカキ，イシモチ，ボラ，カニ，マダコ，シジミ，コチ，ハ
ゼ，ムツゴロウ，シバエどなど様々な干潟に多い魚介類が生息していて，伝統的な漁携・採捕
活動が展開されているところである.特に韓国の干潟ではカキ料を採捕するところは少ないが，
威平湾はカキの採捕が盛んなところの一つである.
威平湾でのf云統的な漁務としては，主にボラを捕るケメギ(建干網)，ボラやコチを捕るトツ
サル(五千見)，ブリッコムノレ(地引網の一種)ヲモチ(ボラの稚魚、)，コノシロやシバエどを捕
るトンジャン(定置網の一種)，ハゼやムツゴロウを捕るサ夕、ノレ(又手網)，カニやハゼ、および
エピを捕るテナム網，タイやスズキを捕るスズキ延縄，マダコを捕るマダコ延縄などがある3)
本稿では，日韓における干潟の水族資源の伝統的な採捕技術，持続的資源利用および資源管
理などを明らかにするために韓留で行なった現地調査の第一報である.これは，現代文明から
希薄になりつつある伝統的な干潟資、源の利用形態や干潟の伝統文化の記録にとどまらず，地球
に優しい生態系の保全のためにも基礎的な資料を提供するものである4)5) 6)η 
2.威平湾の自然環境
全羅南道(チョルラナムド)戚平郡(ハムピョングン)威平邑(ハムピョンオプ)石城里(ソ
クソンリ)*5は，韓国高西部にある多島海に面した全羅南道の西海岸(黄海)の北端(北緯35度
目分，東経126度22分)に位置し，主に農業が営まれている.
戚平郡の北部は，イシモチの名産地である霊光郡(ヨンカァングン)，東部は光州広域市(カ
アジュウカァヨクシ)，南東部は梨の名産地である羅列、|市(ナジュウシ)，西南部は務安郡(ム
アングン)に囲まれている@ここは9 威王子湾を挟んで威平邑の孫併面(ソンプルミョン)と務
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成平郡
務安郡
成平湾の概観図
安郡の海際(へチェ)半島に対面している内湾である.したがって，威平郡は 2つの市と 2つ
の郡に接して，新安郡(シンアングン)と務安郡など全羅南道西海岸の島棋地域から半島内陸
につながる交通の要所にあたる海岸部に位置する.また低王子地でもあるために古くから海上交
通を利用して中国など諸地域との交流が盛んに行われたところである@低平地の背後には，海
抜300~400mの丘陵性山地があり，平地の面積の方が広い地域である。
図 1
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気候は温帯に属し，日本と同様に四季の移り変わりが見られる.夏は海洋性高気圧の影響を
受けて非常に暑く，冬は大陸性高気圧の影響による黄海(東シナ海)からの北西季節風を受け
るため冷涼である.年平均気温は12ι。Cで，月平均気混の最高は 8月で25.50C，最低は 1月で。OCである.韓国において最も温暖な地域の一つでもある.
降水量は年王子均1，321mmで，蜂水景が最も多い月は 7月で平均229阻，最も少ない丹は 1月で
王子均32.8mmである8) 成平郡の面積は38，758km'で，人口は1995年現在日，703人であるが，人口は
減少傾向にある.
成平郡の全世帯の77%が農業(農家の人口は28，183人)に従事し，総面積の39%が農耕地で
典型的な農業地域である.主な農産物は，コメ，ムギ，サツマイモ，ジャガイモ，ネギ， トウ
ガラシ，ニンニク，タバコなどである.
水産業には全世帯の0.8%が従事している.漁家は566世帯で，漁家の人口は1995年現在2，151
人で， 1993年からわずかに増加する傾向にあり，男性より女性の人口が多い.農家人口が減少
する傾向にあるのに対して，漁家人口は増加する横向が見られる.特に，孫{弗面の場合は漁家
人口が1995年現在1，398人で，成平郡の漁家人口全体の65%程度を占めており， f也の地域に比べ
て漁業従事者数が多いのが特徴である9)
3 .調査地と閥査期間
1998年10月から韓国全域における広域調査と資料収集をはじめた.その後，戚平湾において
1999年 3 月 21~25 日と 1999年 8 月 14~17日にカキとゴカイの採捕活動について狭域調査を行な
った.
調査地の石城里は， 1997年現在人口342人(男性:158人，女性:184人)で世帯数は106戸で
ある.職業別の世帯数を見ると，農業が7世帯，漁業が13世帯，半農半漁が72世帯，高業が7
世帯，公務員が2世帯，日麗労働者が2世帯，牧師が1世帯，その他が2世帯である.多くの
住民たちは自家消費を含み，なんらかの形で威平湾および干潟における海産物漁携・採捕活動
にかかわっている.
漁業を専業とする13世帯の内訳は，約6トンの船を所有している1世帯と定置網漁業を行う1
世帯，他の世帯は干潟での採捕業に専念する.
石頭(トルモリ)村の中で最も大きな組織は当然，漁村係(漁村組合)で、石頭漁村係グと
呼ばれる.漁村係はカキとゴカイの採捕活動を主に管理し，シジミの養殖を試みたり，定置網
の漁業免許地域での使用料徴収，漁村係員の福祉活動援助などを行う.漁村係の加入には，か
ならず石城壁に居住している人でなければならない.石頭漁村の加入数は106世帯の内86世帯
で，住住晶民の8制0%以上が加入している 1川o叫)
威玉平F湾の子千ニ潟におけるカキの採捕活動は，女性だけが従事している.カキとゴカイを採捕す
る女性たちを対象に直接観察および聞き取り調査を行った.
調査項目は威平湾で行う伝統的な漁法と漁具，採捕活動時間，カキの採捕量，調査対象者の
年齢と経歴，販売方法などである.また漁法と漁具などについては，威王子郡の文化遺跡の資料
を基に調査期間に得られた補足情報を加えた.
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4.威平湾の漁携活動
4 -1 .ケメギ(建干鱗)
ケメギ(図 2)は，怯統的で原始的な漁携方法の一つである.干潟ないしは浅海に松の木の
杭を打って漁網を張り，干潮時に沖に出る魚を屈んで、捕る方法である.威平では長さ約5.5mの
松の杭を 4m間隔で陸側に向けて半楕円形に打ちこみ，その杭に漁網を張っていく.その漁網
の長さは設置場所によって異なるが， 30~700mほどである.一度設置すれば約三年間は使用で
きる.ナイロン製漁網が使われる以前は，綿糸でト漁網を作り，漁網の上織と下綱も綿糸の縄を
作った.
ケメギの操業は満潮のおよそ 1時間前に始まる.前もって漁網を張っておくと満潮時の魚、が
漁網の中に入らないので，漁網を杭の下方に降ろして，満潮の頃合いを見はからって漁縞を杭
の上方にあげて広げる.漁網を広げたあとは村に戻って他の仕事に従事し，干潮時に魚を捕り
に出かける.
ケメギは杭に漁網を設置するか，しないかで，二つの作業方法がある.漁網を設置する杭を
使わないで捕る方法は，古いやり方である.この方法は瀬が大人の腰まで号iいたら海に直接入
ってトルマン(手網)で魚、を捕るが，満潮前に漁網に入った魚、を捕らなければならないので作
業する者が多ければ多いほど良い.村人であれば誰でも参加できる.作業に参加する者は，
網またはタリケ(図3:背負子の一種)を持って出かける.捕った魚の半分は漁網の持ち主の
ものになり，半分は自分で持ち帰れる.人数が多い時には，村人約100人が出て漁鱗に囲まれた
魚を捕えたという話も伝えられている.この方法は約30年前に既に指滅してしまった.
現在は杭に漁網を設置して魚、を集める方式だけが残っている.この方法は魚をーカ所に集め
て捕るために多くの人数を必要とせず，二人程度で作業が十分可能で、ある.魚、を漁網から捕り
あげたあと，再び漁網の上端の縄を解いて杭の下方に降ろしてからゆっくり足で踏みつける.
ケメギの操業時期は春と秋ヘムルテ(潮時)は瀬の流れがよい大潮に集中的に行われる.春
にはボラ，秋にはモチ(ボラの稚魚、)，ヨブサク(コノシロの稚魚、)などが主に捕れる.ヨブサ
クが多く捕れれば，塩漬け物にして食べたようだ.30年前まで、は，一回でボラが100k_1Sほど捕れ
ニ子機時に網を開いた状態
干潮時に網を降ろした状態
図2 ケメギ
資料提供者:成主F昆石城主主のチャンソンス氏ほか
関3 タリケ
資料提供者:成平色石城県のチャンソンス氏
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た時期もあった.特にヨブサクの塩、漬け*7は威平の特産物として知られている.ケメギ漁網はナ
イロン製糸を買ってきて自宅で作る.約50kgの糸から70mの長さの漁網を作ることができる.
作業時間は二人で10時間程度で，使用期間は約3年である.使用しない場合はケメギ漁網を設
したい所に穴を掘って理めて保存しておく.
現在，ケメギ漁を専業にする論陣はいないが，孫{弗面海倉(ヘチャン)のボクソンニョン氏
と孫悌面ソッケのキムチョンピョ氏などのように他の漁場の仕事や農業をする合間に漁網を張
る人は多い.最近は水族資源も漁獲量制威少し，自家消費や村人に販売する程度にしか魚が捕
れなくなった.
4 -2. トッサル(石予見のー撞)
トッサル(図4)は，石墳を築いてその中に間まれた魚、を捕る石千見漁である 11)1九漁網の
代わりに石を利用したケメギ漁は原始的な形態の一つである.設置場所は，石を築きやすい屈
曲されたところを選ぶ、のがコツである.潮が号|いた時でも石墳の両端が陸になるようになって
いる.石塩の長さは30~100m程度である.石垣の下慨は大きい石を使用して， 2列または 3列
の塩を重ねて 9 上段は小さい石を積み上げる.石と石の間に砂利や小石などを埋めですき間を
なくす.長さは30~100mで，高さは大人の胸くらいの高さまで築き上げる.
瀬流のために石塩の上部が度々破損することがあり，持続的な補修工事が必要で、ある.t.魚は
年中可能でボラをはじめ，種々の稚魚、が捕れる.石垣の中の潮がほとんど号iいた時に手網で魚、
をとる.また，瀧が最も遅く引くところに橘絹を設置して，そこに集まった魚、を捕る場合もあ
る.課業人数は 2~3 名が必要で，主に家族労働で行われるのが普通である.孫イ弗lIDヘオンの
ベドンミヨン氏は，ヘオン防波堤のとなりに 6代前の先祖が作った石境を使用し，その後1970
年代の初めまでこの漁を行っていた.
しかし，現在では全て破損してしまい，その痕跡も分からなくなっている.石垣を利用した
トッサノレ漁務は現在では行われていない.
海側
陵地側
図4 トッザル
資料提供者:孫偽函ヘオンのベドンミョン氏
4 -3.フリッコムル(地引網の霊)
地引網(図5)は，縮の両端に結んだ織を陸地で号iいて魚を捕る漁法である.この漁網の大
きさは 5m，長さ200mで漁網の両端に約100mの長さの網(チェジュル)をつなぐ.
伝統的なものではヲ 8 名の人数と 1~2 トン級の小型船 1 隻，ヲ|き網が必要である.船が出
発する側をメピョンと呼び，そこに三名が乗って嬬を囲み，残り 5名は乗船する. 3名は櫓を
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図5 フリッコムル
資料提供者:孫、偽濁海濁{ヘチャン)のボクソンニョン氏
漕いで，残りの 2名は漁鱗を海に投入していく.船が着いた地点をベピョンと呼ぶ.着いた地
点に降りた 5名のうち 1名はメピョンの方に移動し，メピョンとベピョン(図 6)の両側に 4
名ずつ等間関に配置する.この時メピョンの方にいる者は，魚、を入れる容器(マンテ)を持っ
てきてメピョンとベピョンの中間に置し鱗を引張って徐々に網を陸地へ近付ける一方，魚を
入れる容器が置いてある所に追い込んでいって魚を捕獲する.
操業は満潮から 2時間ほど過ぎた頃に開始して一度漁網を張ったあと，網を引き寄せて魚、を
捕るまでに約3時間かかる.I日謄1月初日から 3月30日までと秋に集中的に魚を捕る.漁の時
間は干満の差が大きいサリパッ(大潮)の時が最も適している.ボラは一年中産卵か採餌のた
めに陸地の方に寄ってくるので春にも，秋にもモチ(ボラの稚魚)やボラなどが捕れる.豊漁
の時は一度に約201ぽのボラが捕れることもあった.
漁獲量は船と漁網を提供した船主が40%をもらい，他の 7名で残り60%を均等に分ける.主
に成平邑の商人に販売するかまたは直接威王子邑の市場で販売する場合がある.
漁網製作は木浦の船具底で材料を購入して作る.約8名が4日間作業をすれば約200mの長さ
の地引縄が一つ作れる.1990年頃まで材料の費用は約30万ウォンかかった.
現在も孫傍面海倉村，出玉(ベツオク)村などで行われているが，販売目的ではなく，親戚
マンテ(容器)
ベピョン メピョン
図6 フリツコムルを操業し網を広げた状態
資料提供者.孫偽商海倉のボクソンニョン氏
???
海
側
図7 トンジャン
資料提供者:孫偽商海倉のボクソンニョン氏
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や村の住民たちだけで出費するために行われている.
4 -4. トンジャン(定置網の一種)
トンジャンは，二つの袖網(図 7)を利用して袋網で魚を捕る漁法である.
成平湾の住民たちは，古くから干潟にトンジャンを設置した.現在も石頭，ソッゲ，ノンア
ムなどでは主な漁携方法になっている.
トンジャンは，二つの袖網が直角になって開いた入口が陸地を向いている.海の方にある二
つの袖網が交叉するところに一つの辺が長さ約3mの正5角形の袋網を設置し，袋網の下方の
三カ所に楠網を結びつけて魚、を集める.袖網の長さは約150~200mで，漁網を支える棒は 4~5
m間隔に設置する.操業は干潮時，または潮が大人の腰ぐらいまでヲiいて夕日が見える頃に始
める.陸地に近い所では歩いて行き，桶網の端の部分を解いてその中に固まれた魚を捕る.陸
地から少し離れた所では，干潮時には水没しているので小型漁船に乗って楠網の中を叩いて魚、
を脅かして追い込んでから捕る.真冬を除けば，年中操業は可能である.一度トンジャンを設
置すると 1~2 名の人数で干潮時だけに桶網に入った魚、を簡単に叩いて捕れるために，今でも
戚平湾周辺では活発に行われている.捕れる魚種は，春はボラやコノシロ，夏にはシバエピ，
秋にはボラ，モチ，コノシロなどである.
挽網の製作は木浦の船呉屈で材料を購入して作る. 5名ほどの人数で約10日間操業すれば一
つの漁網を作ることができる.材料費は1991年当時31万ウォンかかった.製作された漁網は2
~3 年間の使用が可能であった. トンジャンを設置するときは村の住民で助け会うか，日麗い
を麗う.
トンジャン漁は一度設置すると一人でも作業が可能であるため，人口が減少する傾向にある
威平のような村では，容易に操業できる漁携のーっとして歓迎される.干潟で展開される油携
のなかで最も好まれている.
4 5.サダル鰐(又手縞のー謹)
サ夕、ル網(図 8)は，約3mのサダル竹(竹の種類は未同定)をこっ交叉させて結んだあと，
開いたザダルの関に A本の取っ手を横に結んだ漁具である.これは運搬が容易なうえに一人で
簡単に作業ができる.作業方法は，左手でサダル竹が交叉した部分を握り，右手で取っ手をも
って，漁網を 5分くらい静かに海の中につけておいてから網を一気に引き上げる.中に入った
魚を捕って背負子に入れてから，再び網を降ろす.干潮時には網の方向を陸地の方に向けて，
満潮時には海の方に向けて作業を進める.海の中での作業は，子潮時で約5時間ほどである.
作業には，サダノレ網以外に魚、を入れて運べるもので背負子と
サダノレ縮から魚、を捕る容器(パガジ)が必要である.タリケ
は雨屑に担いで，そして容器は頭にかぶって，魚、が網に入る
のを待つ.操業は主に旧暦 7 月 15 日~8 月 30 日のあいだに行
われる.捕れる魚種はハゼ，モチ，シバエビなどである.一
度の潮時にバケツ一杯ほどの量が捕れる.
サダノレ網の操業は，泥質性の干潟では足が二子潟に埋まって
操業しにくいため，一般的に砂質性の干潟を選んで行なう.
孫悌面海倉の干潟は砂質性なので，他所よりサダル網の作業
が容易である.昔は日援を見つけてはサダノレ漁を行っていたが，
最近は稀である.夏季に使用したサ夕、ル網はネズミに噛まれ
凶8 サ夕、ル
資料提供者:孫併夜i海倉のボクチャ
ンリョル氏
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ないように網を巻いてから自宅の軒下にかけて保管される.
4 -6.テナム網
テナム網(図 9)は，浅い海中で漁網の両端にとりつけた竹の取っ手を握って陸に向かつて
綱引いて魚を捕る漁具である.漁網の長さは約50m，I隔は左右が約 1mほどであるが，中間で
最も広いところが3mほどになる.
干潮時に二人が大人の腰くらいの深さまで入って両端を引っ張って漁網を広げる.広げた網
を水がないところまで徐々に引っ張っていき，魚lを捕る.主にカニ，ハゼ，エピなどが捕れる.
捕れたものは隣近所や親戚に分けて自家消費される.海水の中での操業であるため潮が満ちて
くると操業できない.主に夏にかけて操業し，潮時に合わせて行う.
この地域の住民は，農業を生業とするため自家消費用に小型網を使い，時々出漁するくらい
である.孫{弗菌ソッケのキムスヨノレ氏が所有しているテナム網は， 20年前に木浦で網を購入し
て作ったもので現在も復用されている.
漁獲量の多い時は 4時間ほどの操業でバケツが一杯になるぐらいの量の魚が捕れた.使わな
いときにはサダル構と同様に網を巻いて物置小屋にかけて保管しておし
取っ手¥苅
プラスチック製の浮子
/ 
?? ?
? ? ? ? ?
50m 
図9 テナム総
資料提供者:孫併阪ソッケのキムスヨル氏
4 -7. ノンオジュナク(スズキ延縄)
スズキ延縄(図10)は，長い道糸に適当な間隔で多くの釣針そぶらさげてスズキを釣り上げ
る漁具である. 60~70個程の釣針が吊られた糸を 1 トル(1組)と呼ぶ.
釣糸は広いプラスチック製の容器に入れ，釣針は容器の針をひっかけて，わら縄またはゴム
ホースにきしておく. 1~2 トンの小型漁船に普通10 トルの延縄を用意して出漁し，干潮時に
投入し，満瀬時に引き上げる.餌としてはエビを使い，主にスズキやタイを揺る.操業人数は
3人が適当である.スズキ延縄を投入する時は，一人が船を運転して，もう一人は餌を釣針に
つけ，残りの一人が釣糸を投入する.引上げる時も同じく一人が運転をし，一人が釣糸を引き
上げて，もう一人はかかった魚をはずして釣糸を容器に整理する.
最近は2人でこのような作業を全部行うようになった.釣糸を投入した後，プイを浮かべて
一且陸に戻り満潮時に再度出かける.多い時は 1トノレにスズキが15匹ほど捕れた.釣糸が消失
したり，破損するので漁が終わる度に新しくとりつけるか整備をする手間必要がいる.
操業時期は春と秋が適期で，潮が速い大潮を避けてチョコム(小潮)頃に行うのが良い.
13年前に作られた威平邑の酒滞(チュポ)のカンヒョンギ氏のスズキ延縄は，現在も{使用さ
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れている.
図10 ノンオジュナク
提供者:成平13酒i情のカンヒョンギ氏
4 -8.ナッチジユナク(マダコ延縄)
マダコ延縄(臨11) は，餌をつけた白いサゴムパリ(陶器のかけら)をぶら下げてマダコを
釣り上げる漁具である. 150mの長さの縄に350個のサゴムパリを下げたものが単位になり，ス
ズキ延縄と同様に 1トル仕組)と呼ばれる.
白いサゴムパリの光は，海中でマダコを誘引する.餌のカニ(種類は米同定)をサゴムパリ
に縛りつける.主に夜間に， 1トルのマダコ延縄を小型漁船に載せて 2人で操業する.一人は
櫓を漕いで，もう一人はサゴムパリを投入し，ヨiき上げる作業を担う.船は作業の速度に合わ
せなければならないのでエンジンを止めたあとは，櫓そ漕いで訴に進みながら操業する.
マダコ延縄漁の操業は釣糸を投入後，すぐに号jき上げる.かかったマダコを捕ってから再び
海に投入する操業を繰り返し，夜明けまで続ける.多いときは一晩に400匹のマダコが釣れたこ
ともあった.
操業期間は旧麿 7 月初日~10丹 30 日のあいだ、である.潮が速い大瀬を避けて小潮の時にマダ
コ延縄漁を行う.干潟が発達している威平湾周辺には，マダコが多く生息していて昔からマダ
ブイ¥吋
/ノ
釣針
図11 ナッチジュナク
資料提供者:成王子邑瀦i惜のカンヒョンギ氏ほか
釣糸
サゴムパリ
コム
バンド
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コ延縄が活発だ、ったが， 1990年から釣れる量が少なくなり，今はほとんどマダコ延縄は行われ
ていない.現主E，多くの家の納屋には使われなくなったマダコ延縄が見られる.マダコ延縄l
トノレを製作するのに 2人で3日間かかる.
4 -9.カキの採捕
カキの採捕は，韓国でキムジャンキムチ(越冬用のキムチ)を漬ける時期にあたる11月中旬
墳から翌年4月中旬頃までに，主に潮が引いた大潮の時に行われる.カキ採捕場である干潟に
石が地表にはっきりと露出し始めてから，潮が満ちるまでの約4時間穆度がカキを採捕するの
が可能で，一人でおよそ 3~51沼ぐらいのカキを採捕する(表 1 も参照). 
かつては子潟にある岩や五に自然に付着したカキを捕った.現在は，一定地域の干潟に15~30
kgほどの花商岩の石を60~70cm間隔で配列させたものにカキが付着し，成長したものが採捕さ
れる投石式方法が主流になっている.
投石式によるカキ採捕は，時間が経つとともにカキが付着する石が干潟に埋っていく欠点が
ある.威平湾の石頭では約10年前に石を投入して，最近1991年に新しいおを入れた.孫イ弗面の
石倉皇(ソッチャンリ)では 3年ごとに忍を入れ替える.また投石面積を広げるために新しく
石を投入する場合もあり，新しく入れた地域では 3年後からカキの採捕が可能になる.
採捕されたカキは石頭の漁村係(漁村組合)が一定の手数料を引いてから個人が販売する.
手数料は各漁村係によって異なるが，石頭では経済状況に応じて，カキを採捕する年のはじめ
に1kg当たりのカキの髄段を決定する.カキの総採捕量の 5%に相当する金額を 1年総計で後
払いする.
組合ではなく個人が管理する酒浦の場合では，カキ 2kgの10%に相当する価格である 2千ウ
ォンを払うことになっている.販売は，個人が市場に行って売るか誼接商人や親戚に売りさば
く.カキの採捕に従事できる人は漁村係の組合員で1世帯当たりに一人が参加できるが，石倉
里では非組合員も参加できる.採捕期間の日時は，漁村係の総会で決定され，決められた日以
外の採捕は許されない.
採捕道具は主にチョセ(図12)が使われる.採捕のさいに必要なものとしてゴムバケツ，手
袋，長靴，手っ申などが加わる.チョセは鉄製の刃の部分(セナル)，木製の柄，鉄製のチョン
ジノレゲからなる.使用方法はセナルでカキの殻を石から意思jいで，柄のもう一つの端にあるチョ
ンジルゲでカキ殻の合わせ自を切り聞いて捕る.石頭のチャンソンス氏のチョセは両方にセナ
53cm 
50cm 
図12 チョセ 図13 セスラン
資料提供者:成平邑石城壁のチャンソンス氏 資料提供者:成平色石城里のチャンソンス氏
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lレが付いている珍しいものである.これは，一つのセナルが壊れた時に使用できる予備的なセ
ナルで， }或平監の市場で2千ウォンで購入したものである.
4 -10. ゴカイの採捕
威王子湾周辺の干潟には，ゴカイが生息していて住民たちの収入源になっている.アカゴカイ
とアオゴカイの 2種類が威平湾で採捕される.アオゴカイはアオムシ (Neanthesvirens)，ア
カゴカイはイワムシ (Arabella iriclor)であると考えられる. 2種類とも釣りの餌に使われる
が，アカゴカイの方がアオゴカイより値段が2倍ほど高く，住民たちはアカゴカイを採捕する
方を好む.ゴカイは釣りの餌として日本に輸出されるばかりか，国内用にも供出される.採捕
は年中可能である.
採捕活動は，仲買いをする会社と密接な関係がある.買い求める会社が必要な量;と日時を漁
村係に連絡したあと，漁村係は注文量に応じて組合員の中で採捕する人数を調整・確保する.
作業時間は干潮時の約 4~5 時間が可能で、あり，一人当たり約800g のゴカイを採捕する.経済
状況がよい時には石頭で買い取る価格が 1kg当たり 7~8 万ウォンを越えることもあったが，
現在は全羅南道・麗水(ヨース)付近でも大量に採捕されることもあって 3~4 万ウォンに下
落した.さらに注文の回数も少なくなっている.
漁村係長は，住民らが採捕したゴカイを集めて買い求めるためにオーダーした会社に渡す.
その会社は，ゴカイの料金と別に総額の10%を漁村係に支払う.そのうちの 5%が漁村係共同
基金に充当され，残りはゴカイを回収，選別，計量作業をする漁村係長に支払われる.
道具には，干潟そ掘るセスラン(図13)が使われる.作業に際しては，ゴカイを入れる容器，
手袋，手っ甲，長靴なども必要である.またゴカイを入れるものも軽い木捕などが使掃される.
セスランは，刃であるセナルの部分が長く，柄が短い点で畑で使われる鍬のセスランとは明ら
かに異なる.
4 -11.シジミの採捕
シジミは，石頭，酒浦，石倉皇，月JI塁(オルチョンリ)などで採捕される.各村の漁村係
では，一定面積の養殖場に 3年に一度，種貝を蒔いて管理し，適当な時期に採捕する.養殖場
の下のガス発生防止と汚染物質の除去のために毎年ケウン作業が行われる.
ケウン作業とは，船に大きいセカルクリ(鈎型のつめが多数ついた熊手状の金もの)をつけ
て干潟の海底をひっかく作業である.熊手ーのような金のものは有明海で使われている「じよれ
んJに相当する.
採捕作業は，春と秋に漁村係員たちが共同で行う.小型漁村にへンマン(桁網;図14)を結
んで養殖場の下をかき集める.その際，長さ80cm，
i幅50cmからなる四角の鉄筋構造に網を付着したへlレ
マンが控われる.一組に船一隻と 7名の操業人数が
必要である.一組が一時間ほど操業すれば，シジミ
が約1，000kg採捕できる.
4 -12.ノリの養殖
ノリは孫{弗面の月1里と鶴山里(ハクサンリ)で
養殖が行われている.作況が良好な1982年の場合，
成平郡の漁村における総所得の60%を占めた.しか
図14 へンマン
資料提供者:孫悌函月川患のチョンユンサン氏
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し，最近は作況の不振と販売価格の下落が重なって， 1991年には漁村所得の 6%程度にしかな
らなかった.
成平におけるノリの養殖は， 1971年に鶴山里の試験養殖から始まった.鶴山里へオン村のベ
トンミョン氏によると，植民地時代にも旧式な方法でノリの養殖を行っていたが，網簾を利用
した現在のようなノリの養殖は1970年代初頭にさかのぽる.
その後，莞島(ワンド)と珍島(チンド)などで養殖の経験が豊富な者たちが成王子に移住し
てきてからノリ養殖が盛んになった.1978年から建築冊数年8と養殖漁家が急速に増えて1982年
に最高となった.しかし1982年を境自にノリの養殖は減少する傾向にある.
威王子では，主に支柱式の方法でノリの養殖を行っている.支柱式は松の杭(標木)聞の一定の
さに網を閤定してノリを付着させる方式である.
ノリ網簾の設置はi日暦のお盆直後の10日頃が適期で，まず松の杭を 2列に差し込んで胞子を
下げて網簾と他の鰐簾 6~7枚を重ねて設置する.一週間後，全ての網簾に発芽を確認したあ
と，重なった網を離して露出時間が 3~3.5時間になる地点を選んで、水平に固定する.
網簾を設置した後，およそ50~60日ほど前後してノリを採集し始め，翌年 2 月末まで操業が
続く.採集したノリは，加工工場で1トッ(ノリ40枚の束)当たり900ウォン (1991年現在)で
製品が生産される.
現在，ノリ養殖場の割り当ては抽選で行う.月川i里漁村係の場合，ノリ養殖を試みる組合員
たちがホくじ引きかをしてi豆域を割り当てる同.毎年9月15日前後に聞かれる漁村係の定期総会
で養殖場の区域番号を書いた紙を巻いて投げた後，一つずつ拾って該当番号の養殖場を決める.
区域区分は，全面積を20単位(テ)ずつ分けて番号を書く.一単位(テ)は長さ18m，幅1.2m
の網簾2枚を設置できる面積である.まず1戸当たり40テずつを割り当てて，残りはさらに希望
する者に割り当てられる.
5 .結び・カキ・ゴカイの採捕と韓関の干潟の現状
調査対象者のカキを採捕する女性たちの年齢と経歴(表1)を見ると，年齢の幅は33~83歳
までと l揺が大きく，平均年齢は57.7歳であった.経歴年数も 2~68年までと i幅が非常に大きく，
平均経震は31.2年であった.今回の調査では年齢と経歴によるカキの採捕量について検定して
みたところ統計的な有意差は見られなかった.年齢と経歴年数の幅が非常に大きいにもかかわ
らず，採捕量に統計的な有意差が見られなかった理由としては，カキの採捕作業は腰をかがめ
て行う仕事が女性に有利な生理学的機能に関わっているからではないかと考えられる.また，
干潟は古くから人類の生存に深く関わってきた場として，女性たちが大した道具や特殊な技術
を労しないで，ごく臼常的に関わりあってきたことにも深く関係しているからではないかと考
えられる
一日のカキ採捕時間は，最も長いもので7時間，最も短いもので3時間で，平均時間は5時
表1 カキの採捕集聞の年齢，経歴および採捕時間と採捕量
延べ被調J1f.人数 最高 最低 平均 標準偏差
年齢(歳) 220人 83.0 33.0 57.7 11.0 
経歴(if) 207人 68.0 2.0 31.2 17.2 
採捕王室(lq旦) 212人 7.1 3.1 5.1 0.8 
採捕時間(時間 225人 6噌7 1.3 3.5 0.9 
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間11分であった.また一日のカキ採捕量はもっとも多くて6.7kg，もっとも少なくて1.3kg，平
均で3.53同であった.
威平湾の干潟におけるカキ採捕活動は，農関期の11月中旬壌に始まって翌年4月中旬まで続
しこの時期は，韓国ではキムジャンキムチ(越冬用のキムチ)を漬ける時期にあたる.カキ
の採捕のため干潟に入る時間は主に潮汐*9によって決まるが，潮がヲiいた干潮の時に採捕活動
が集中する.採捕場である干潟に石がはっきりと出始めてから，潮が満ちてくるまでのおよそ
3~6 時間のあいだ、にカキが採捕される.
干潟の入口にカキを採捕する女性たちが集まる場がある.まだカキ採捕場の石が見えない時
に出てきて，ここで仲間たちと談笑を楽しむ入もいる.この傾向は比較的年長者によく見られ
るが，逆に若い者たちは潮が号iいてカキ採捕場の石が千出し始める干潟で採捕ができる時間帯
に合わせて現場に集まる傾向がみられた.また作業場に来る様子もさまざまである.徒歩やバ
イク，数人で一緒に車を利用したり，自分の身内に送迎してもらう入などもいる.
カキの採捕作業の終了は潮が満ちてくるころに，漁村係の管理人が大きな声や笛で知らせる.
その時の干潟は，妻を迎えにきた男たちで一気に賑やかになる.一方，カキの採捕を終えた女
性たちは，仲間と三々五々，大きな声で話しながら，手には捕ったカキとチョセを手にしてカ
キを計量するところまで戻ってくる.女性たちのいきいきとした姿が見られる時間帯こそ，
潟と一体となって実に美しい光景を呈する.
捕ったカキは，各個人がパスで約20分かかる威平邑の市場まで出かけ，路上で販売する.カ
キの値段は石頭で貰った;場合， 1見当たり一万~一万五千ウォンである.カキの採捕作業が遅
く終了したために市場に行けない場合は次の日に行くこともある.また，妻が行けない場合は
夫が代わりに行くこともある.
一方，ゴカイの採捕はカキの採捕と異なって，男女を関わず誰でも捕れる.しかし，男性は
女性より筋力が優れているにもかかわらず，ゴカイの採捕量は少ない.男性でゴカイの採捕に
出かける人が少ないのも，ゴカイを採捕する女性たちによれば，長いあいだ腰を曲げて行う仕
事は男性たちは苦手であるためであるという.
ゴカイは干潮時に干潟の土の中にもぐり込んで生息しているが生息孔の上方に排濯物を出す.
排准物のわず、かな痕跡を干潟の上で見つけてセスランで周辺を掘り起こす.ゴカイの採捕風景
は，カキの採捕の場合と異なって石頭漁村係の管理さんは立ち合わない.また主人たちの送迎
もほとんど見られないのも，カキの採捕の場合と異なる.
今回現地調査を行った成平湾は，築山江(ヨンサンガン)四段階開発事業料。で干拓計画の対
象地域であった.柴山江四段階は1972年代のホ西南海岸干拓農地開発事業案かの総合計画とし
て，主に全羅南道の西南地域と島隣地域を対象にしたものである.
第一段階では築山江上流の全羅南道長城(ジャンソン)と湾陽(タムヤン)などで4つの夕、
ムを1972~1978年に完了し，第二段階は木浦市周辺の柴山江河口堰で1981年に完工した.第三
段階では霊岩(ヨンアム)防潮堤と錦海(コムホ)防潮堤の建設が各々1981年と1994年に終了
した.最後の第四段階では1992年に成平湾をはじめ務安郡，新安郡，霊光郡，木浦市(モッポ
シ)が候補地に選定された.その中でも威平湾の二子拓は，多くの地域住民たち，環境保護運動
の市民団体や学者たちの反対運動によって中止されたホ11 また，成王子湾は1997年に水産資源保
全地区牢12に指定された 15)ことで，地域住民たちのあいだでは干潟を尊重する気運が高まった.
韓国の西南海岸には国土面積の2.4%にあたる2，393km'の干潟が発達している.そのうち，干
潟全体の83%にあたる1.980km'が西海岸地域に分布し，残りは南海岸に分布している.また地域
別の内訳では，全羅南道が44%，仁川(インチョン)・京畿道(キヨンギド)が35%，忠清南道
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表2 植民地時代から現在まで干拓された面積
年度別 地区数 E否 積 {隣 考
1917年以前 干拓実績未記録
1917~1938 178 405 植民地時代:産米増産言十画
1938~1945 植民地時代;太平洋戦争
1946~1960 177 6 
1961~1969 1，136 172 1次経済開発5ヶ年計画
1970~1979 233 194 農業開発事業推進
1980~1989 63 93 民間企業の大規模干拓参加
1990~1994 8 99 
1995~遂行中 21 621 
開発予定 149 2，726 
総 計 1，795 1，026 1917~1994年干拓完工地域
資料:農漁村振興公社 (1996)，r韓国の千潟J16) 
(チュンチョンナムド)が13%，全羅北道(チョンラプッド)が 5%，釜山(ブサン)・慶商南
道(キヨンサンナムド)が3%になり，京畿道と全羅南道を合わせれば韓国の子潟の80%を占
めることになる.
現在の干潟は1987年以来，全体の約15%にあたる422.4km'が干拓と埋立などで消失した.しか
し調査方法や分析方法が異なるため，実際にはもっと多い約30~40%が失われたともいわれる.
始撃(シハ)地区とセマンコク地区などでの干拓と埋立て事業で失われた干潟の面積は，810.5
凶2であると見積もられ，これだけでも2却9%程度の千潟が失われた計算になる 1川7η)
千潟がこのように急速に消失したのは，埋立てが容易に行われる脆弱なこF品潟生態系の機能と
価値を無視した開発，特に大規模な子拓事業が大きな原因である.今のような速度で干拓と埋
立てが今後も行われれば，韓関の子潟は2006年』こは約2000km'しか残らないといわれている.
韓国における干拓の歴史を見ると，日本の植民地時代に多くの干潟が米の増産のもとに干拓
された 18) 特に 1917~1938年にかけて干拓された面積は405km'~;:達し，すでにこの時期に重要な
子潟の多くがこF拓されてしまったと認めざるを得ない.当時子拓された干潟は，いわゆるシチ
メンソウなどの塩生植物が生育するところであった.また，産業が進んだ1960~1970年代以後
の干拓屈積 (1960年代の172凶2と1970年代の194km') を合わせても植民地時代に子拓された面積
におよばない*13 植民地時代に干潟がいかに大規模に干拓されたかを容易に推定することがで
きる.1980年代の総二子拓面積は約100km'で， 1960~1970年代の半分に過ぎないが， 1990年代に入
ると再び千拓が活発に行われている(表 2)• 
現在，子拓と埋立て事業が行われている面積だけでも約600万km'におよび，首都圏のごみ埋立
て場建設，始華地区農工団地造成，仁川(インチョン)新空港建設，セマンコク子拓など，今
までとは異なってより大規模な干拓工事が行われている.
関係諸氏に干潟の重要性を再確認し，安易な埋立てや干拓行政の推進に警鐘を発したい.本
稿がその喚起にささやかな寄与ができれば幸甚である.
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*1.干潟の役割については次ぎのホームページも参照されたい.
http://kfem.or.kr/wet/intro4.htm1.l999-7 -19. 
* 2.1際天湾干潟は‘生態系の宝庫?と呼ばれ，クロヅルなどが多く生息する.次ぎのホームページも参照された
し'.
http://kfem.or.kr/wet/ /news/news/n10.htm1.l999-7-20. 
* 3.街道の自然遺産j或平湾 (10)については次ぎのホームページを参照されたい.
http://www.honam.co.kr/namdo/1l9071.htmI.1999-2-6. 
* 4.佐賀ではイワガキを、セッカ汐と呼ぶ)幌国ではカキは一般にグツレと呼ばれ，成平潟辺では、ソッカ。
と呼ばれる.
* 5.石城恩(ソクソンリ)は，威平周辺でお皇賞(トルモリ)と呼ばれ， トルモリ海水浴場やトルモリ海水潟
泉などで知られている.
* 6.韓慢では，まだ!日驚(陰潜)が日常的に使われていて，主に伝統的な行事が行われる場合に多い.例え
ば，先祖の祭犯，お盆，正月，誕生日，節気などには!日騰が使われる.春は 18際 1 月 30~3 月初日，秋は
!日暦 7 月 15 日 ~10月 15 日にあたる.
* 7.コノシロの稚魚で作られるヨプサクの犠漬けは，韓国でもここ戚平にしかない特産物である.音，王様
の進上品(献上品)に使われた.
* 8.建築冊数(コンホンチェツス)には建渓(コンホン)と鴻数(チェツス)のそれぞれの意味がある.建
筏とはノリとワカメの採捕のために海にいろいろな施設を設霞することを指す.しかし，主にノリ総療を
設霞する過程が建筏といわれることが多い.ノリ網療の種類は材料によって本，竹，網に区分される.本
は竹，葦，松などの縦長い俸を杭にして海にさしてノリを付着させる.竹は竹でできた械にノリを付着さ
せる.
網は，繊維で編んだ織にノリを付着させる方法として， 1960年代後半に合成繊維の総採が開発され，従
来の竹筏にとって代わるようになった.網訴は，はじめは支柱式であったが， 1970年代後半から発泡スチ
ロールで浮かせるようになった.この浮流式によるノリ養殖が導入されて，現在はほとんどの漁村で使わ
れるようになった.
また冊数とは，建告宅地の面積を示す単位である.浮流王えによるノリ養殖の場合，設置される網一枚の大
きさが一部?になる.
* 9.干潟生態系の特徴を複雑にしているのが，潮汐であるといわれている.地球に対する太揚と月の引力に
よって発生する海面の規則的降運動を潮汐と呼ぶ.特』こ潮汐差が大きい韓国の西海岸では， i満潮と干潟が
日に 2回ずつ，ほぽ12待問25分間隔で起きる.地球や太陽と月が一直線になる満月と新月の直後に大潮が
現われる.反対に太務と月が地球に対して，直角になる半月直後には小潮が出現する.潮汐は，月の引力
と地球の遠心力が互いに作用して起こるのである.地球が月にもっとも近いところで月の引力が大きいの
で，海面が浮かび上がり満潮になる.地球の反対側も月の守iカが遠心力より弱くなるので海面が浮かびと
がり溺淑になる.満潮になる地域から経度上90。離れた地域では，反対に海水が下に押されて干潟になる.
潮汐は，気象の状態にも大きな影響を受ける.陸地の方に吹く海風は海岸の海面を高め，海の方に吹く陸
風はそれをf尽くする.暴風雨を伴う主主期の台風は，海部を高めながら海岸地域に高潮を引き起こす. とく
に詩型差が大きい海岸で高瀬が大潮と重なるH寺は，海岸のf民地帯が海水に水没して深刻な塩害が起きる場合
もある.干潟の程度は，緯度と海の水深，海岸線などその場所の地形によって異なる.深海の潮楚は低い
が，水深が浅い大陸械を還って海岸に寄ると瀬差が大きくなる.韓国の東海岸では，大潮の時も満潮と干
潮の差が30cmしかなく，東海岸は南海岸と西海岸に比べて千潟が発達していない.韓国の樹海岸は，世界
の中でも有数の潮汐差がある干潟生態系である.仁川|では最大10mぐらいの潮汐差の記録がある.一方，
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潮汐による子j簡は干潟の生物分布に決定的な影響を及ぼす.例えば，河口の干潟に生怠するアシハラガニ
とチゴガニは潮水がヲiいた時に干潟で採餌活動をするコメツキガニとヤマトオサガニは千潟の汀線地域だ
けで活発に活動する.
* 10.築山江四段階事業は朴大統領時代に祭lU江流域大段位干拓事業として構想された.この事業は築山江を
はじめ金滞(キムポ)，始芸者，大湖(デホ)，瑞山(ソサン)など西海岸にある10カ所が対象になる.事業
期間は1982~2026年までの45年を想、定した大規模なものである.
* 11.築はlD':千拓事業については次ぎのホームページを参照されたい.
http://kfem.or.kr/wet/ /nεws/ news/ n36.htmI.1999-7 -20 
* 12.水産資源保全地区は，国土利沼管理法施行令改訂以前に水蔵資源保全地域で決定・告示された地域であ
る.さらに改訂規定による自然環境保全地域のうち水産資源保全地区に決定・告示された地域でもある.
水産資源保全地区は，浅海養殖場の品種が多様な立地的条件が奨なる地域で，画一的に基準を適用するに
は非常に難しい.自然条件として浅海養殖の適地は，一般的に浅海が広く発達し海の下は千潟または砂泥
質性であるのが良心海上では津波の影響が少ないところが養殖に適したところになる.海岸線の場合，
屈曲が激しく島艇が多い地勢では，施設工事がやりやすい地域であれば良い所であると考えられる.また
海水の流動および潮流の流通が円滑で，栄養塩類の含有量，プランクトンや底生生物(べントス)が多く，
生化学的に生物の成長に適切な容存酸素，塩酸塩素直などを含有しているところが良い.
* 13.子潟の機能と価値については次ぎのホームページを参照されたい.
http://kfem.or.kr /wet/intro/intro6.htm1.1999-7-19 
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